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高速点火核融合実験では爆縮された燃料に加熱

レーザーを投入し、点火燃焼にいたらしめる。加

熱レーザーによって加速された高速電子によっ

て加熱する。加熱効率を最大限にするためには、

レーザーの照射強度の最適化が大変重要である。

加熱実験において、加熱レーザーのターゲット上

での集光強度、および吸収率は高速電子発生にと

って重要なパラメーターであり、毎ショット実測

することが求められている。 

 加熱レーザーLFEXは4ビームで構成されており、

4ビームがターゲット上で重なるように集光され

る。4ビーム間の波面が合っていないと干渉が起

り、局所的に高い集光強度になり、これによって

高速電子スペクトルの高温化することが懸念さ

れている。 

 本研究では加熱レーザーのターゲットからの

散乱光の基本波(1053nm)および二倍波(527nm)の

高倍率画像、波長分光特性、および反射光エネル

ギーを同時に計測できる装置を開発した。これを

用いてレーザーとプラズマとの相互作用領域を

観測した。トータルエネルギーが同じ（約４００

J）で、1ビームを照射した際（４００J×１）と

4ビーム（１００J×４）を照射した際、後者では

干渉によるレーザー強度上昇の差を確認した。ま

た電子スペクトルを同時に計測した所後者の方

が有意に高温になっていた。またさらなる厳密な

解析のためPICシミュレーションを用い実験結果

との比較検討を行った。図に１ビームのときの画

像（左）4ビームのときの画像を比較する。計測

装置は分解能 13μm程度であり、右図で観測され

ている縞模様は有意であると考えられる。講演で

はこの計測装置における詳しい実験の内容につ

いて報告する。 
 

 
図1 1ビーム照射時の基本波散乱領域 

 
図2 4ビーム照射時の基本波散乱領域 
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